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○と と の え 親 方 ･松 尾 大 さ ん 監 修 ！サ ウ ナ を 通 し て 地 域 の 魅 力 を 体 感 す る 、お す す め の“サ 旅 ”12選 回 く る み の 木 ・石 村 由 起 子 さ ん と 行

く 、“発酵 "ど 食 ”で と と の う 滋 賀 旅 ○マ ッ キ ー牧 元 さ ん ､食 材 と 出 合 う 楽 し さ を 求 め て 佐 賀 の イ タ リ ア ン ｢Ｋａ｣i ｓyｎｅrgy rｅｓtａｕrａｎt｣へ

⑤ デ ィ ス カ バ ー･ジ ャ パ ン が 惚 れ た 、出 張 メ シ 290地 域 が 持 続 し て い く 、こ れ か ら の 観 光 の 在 り 方 と は ？群 言 堂 ･松 場 大 吉 さ ん な ど‥…･
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瀬 戸 内 海 の 色 彩 を満 喫 するための木 の 建 築

３階 建 て と な る ガ ン ツ ウ の ､最 上 階 にあ る オ ープ ン デ ッ キ。巡 航 速 度 は 10ノ ッ ト（時

速 18.5km）の た め 、揺 れ が 少 な く エ ン ジ ン 音 も 静 か

設 計＝建 築 家 ･堀 部 安 嗣

1967年 、神 奈 川 県 生 ま れ。

建 築 家 ・益 子 義 弘 氏 に 師 事

し 、1994年 、堀 部 安 嗣 建

築 設 計 事 務 所 設 立 言 牛 久

の ギ ャ ラ リ ー」で 吉 岡 賞 、

「竹 林 寺 納 骨 堂 」で 日 本 建

築 学 会 賞 （作 品 ）、「立ち 去

り が た い 建 築 」で 毎 日 デ ザ

イ ン 賞 を 受 賞

2
0
1
7
年

1
0
月、
穏
や
か
な
瀬
戸

内
海
を
め
ぐ
る
客
船

一
．
ガ
ッ
ツ
ウ
」
が

就
航
し
た
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
せ
と
う

ち
の
海

に
浮

か
ぶ
、
ち

い
さ
な
宿

’
一
。

広
島
県
・
尾

道
に
あ
る
べ
‘
フ
、
ビ
ス

ク

マ
リ
ー
ナ
で
ゲ
ス
ト

ぞ
乗
せ
、
ゆ

っ
た

り
と
海
の
上
を
進
ん
で

い
く
。

日
本
人
に
馴
染
み
深
い
切
妻
屋
根
を

載
せ
、
瀬
戸
円
海
の
澄
ん
だ
蒼
や
真
つ

赤
な
夕
焼
け
な
ど
、
ど
ん
な
と
き
も
周

囲
の
色
彩
に
染
ま
る
銀
色
の
外
観
。
船

内
に
は
檜
や
サ
ワ
ラ
な
ど
Ｈ
種
類
の
木

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
漆
喰
も
多

用
し
て
い
る
。
上
質
な
落
ち
着
き
と
洗

練
さ
を
兼
ね
備
え
た
シ
ン
プ
ル
モ
ダ
ン

な
空
間
は
、
船
上
で
あ
る
・
｝
とを
忘
れ

る
ほ
ど
居
心
地
が
よ
い
。

設
計
者
は
建
築
家
の
堀
部
安
嗣
さ
ん
。

「
瀬

戸
内
の
風
土
や
文
化
、
生
活
が
感

じ
ら
れ
る
船
一
を
目
指
し
た
そ
う
で
、

そ
れ
を
表
現
し
た
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ
が
、

切
妻
屋
根
の
下
の
オ
ト
ブ
ッ
デ
ッ
キ
や

「
縁

側
」
と
呼
ぶ
ス
ペ
ー
ス
だ
。
軒
先

は
瀬
戸
内
海
の
風
景
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
に
フ

レ
ー
ミ

ン
グ
、
．
潮風
を
受
け
な

が
ら
島
々
を
眺
め
て
い
る
と
、
堀

部
さ

ん

が
思

い
描

い
た

Ｉ
．
陸地
で
暮
ら
す

方

々
と

時
間
を
共
有
し
て

い
る
感
覚

」

が
胸
に
迫
っ
て
く
る
。
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海 と空 の色 を映 し 出す シ ルバ ーの 船体 は，瀬 戸 内 海 の風 景 に よく 馴

染む ，空 問 も サ ービ ス も一 級品 ，ま さ に海 に 浮か ぶ贅沢 な 宿 だ

ぱ
か
に
も
目
．
Ｊ
前て
つ
く
ら
れ
る
和

菓
子
と
前
茶
、
抹
茶
、
跏
誹

白

ペ
ア
リ

ン
グ
コ
ー
ス
や
、
檜
風
呂
と
サ
ウ
ナ
を

Ｉ
ボ

ー
ト

に
乗

り
挨
え
て
島
々
を
訪
れ

る
船
外
体
験
も
雨
意
．
着

岸
場
所
け
航

路
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
瀬
戸
内
の
風

情
あ
る
街
並
み
や
の
ど
か
ヽ
心日
常
に
触

１冫

備
え
た
浴
場
、
卜

て
ひ
と
晩
を
過
ご
す

し
方
を
提
案
『
　
も
ち
ろ
ぺ
塗
口
㈲
の
景

れ
ら

れ
る
。
特
別
々
体

貌
と
な
る

。

50 の
Ｉ
あ
る

ジ

ム

こ
奇
港
せ
ず
、
夜

は

ガ

ン
ツ
ウ

は
出
港
餃

、

1
1
1
を
超
え

る
客
室
で

､

を
望

め
る
カ
フ

エ
＆
バ

ー
や

全
室

な

ど

、 レ

ー
ニ

ッ

グ

マ

シ

ッ

海さ
ま
ど
ご
三
な
過

ご

た

バ
ー
心Ｌ
チ

ッ

グ

ほ

か

匈
港

に

ふ
汨
を
下

ろ
し

移

ろ

Ｉ
匸４
く

景
色

を
の
ん
び

り
観
望
す
’
る
Ｊ
も

よ

い

大
小
の
島

ヤ
が
織

ク
ニ

エ

グ

ニ

景
観

ぱ
い
つ
も
そ
ば
に
あ

り
、
眼

福
の
時

が

絶
え
ず
続
・
いて

い
る
口
だ
か
ら
。

旅
の
醍
醐
味
と

Ｉ
、
ヽ
え
る
食
事

も
素
晴

・
ら
し

く

和
食
ち
洋
食
ち
地
元

の
旬
の

素
材

を
・
Ｔ
心
に
用

い
た
実
直
な
料
理

が

堪
能
で
き
、
鮨

カ
ウ

ン
タ
ー
で

は
瀬
戸

内
海
蛮

ヤ
不
夕
を
お
任
せ
で
た
っ
ぶ

り

と
味
わ
え
る
　

ガ
ン
ツ
ウ
の
食
事

の
基

本

は

、
だ
け

ま
・
三
に
美
食
を
満
喫
し
よ
う
．
・

す
べ
て
が
新
鮮
で
、
す

べ
て
が
最
上

級

．
五
感
を
満
た
す
ガ
ッ
ッ
ウ
の
旅
は
、

百
戸
内
の
多
彩
’
な魅
力
を
伝
え
て

ゾ
气

一『
じ

二
二

豆
果
通

－

お
好
．
き
な
も
の
を
、
お
好
き
な

丶

全 客 室 が オ ーシ ヤ ン ビ ュ ー

客 室 は４タ イフ'あり 、写 真 は ｢テ ラ ス ス イ ート 露 天 柔 呂 付 き ｣、滞 在 中 の 食 事 や 飲

み 物 、船 外 体 験 な と が 含 ま れ た オ ール イ ン クル ーシ フ ス タ イ ル ;､一部 有 料 メ ニ ュ ー

あ ;尸 のた め 、客 室 の 冷 蔵 庫 や ワ イ ン セ ラ ーに あ る ト リ ン クも す ぺ て フ リ ーだ

気
の
向
く

OT汁
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季 節 の 和 菓 子 も 楽 し み の ひ とつ

ラ ウンジ で は奈 良 「樫 舎」監 修 の和 菓子 を 提 供。目

の 前 でつ く ら れる 和菓 子 と煎 茶 ・抹 茶 ・珈 琲 の ベ ア

リ ン グを 楽し め る船 内 体 験も あ る

LＪ
美 術 館 の よ うな エ ント ラン ス

漆 喰 の壁 と大理 石 の タ イル で構 成 さ れた エ ント ラ

ン ス ホ ール ，ミ ニ マ ルで上 質な 雰囲 気 が漂 う
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船 上 の 縁 側 で

黄 昏 の ひ とと き

船 の３階 にあ る縁 偈｣。季 節 の甘 味 が い た だ け る ほ か 、

17時 頃 から は 酒 の つ ま み な ど も 提 供 さ れ る 。卜 'リ

ン ク の 種 類 も豊 富

海 を 望 む カウンターで 瀬 戸 内 の 幸を

名 店 「淡 路 島 亙」

監修 の鮨 カ ウン タ

ー。ハ モ 、タ コ な

ど、瀬 戸 内 で捕 れ

る 新鮮 な ネ タ か揃

う鮨 をお 任 せ で 提

供。ど のネ タ も 鮮

度 抜 群 、職 人 の繊

細な 仕事 に 感動 を

覚 え る

寛 ぎ の カ フ エ ＆バ ー

10席 の み の 半 円 状 の バ ーカ ウ ン タ ー．ス ベ シ ャ

リテ ィ珈 琲や フ レ ッ シュ ジュ ース 、オ リ ジ ナルカ

クテ ルな ど、お 好 みの 飲 み物 を いた だ け る
⑥

9ｕn10

問 ：ガ ン ツ ウ デ ス ク（10:00～18:00

1日 曜 、祝 日．年 末 年 始 を 除 ぐ　 7el:

0120-489-321　Mail:info＠9ｕｎtｕ･jp

申 し 込 み 方 法 ：公 式 ウ ェ ブ サ イ ト 、メ ー

ル ま た は 電 話 に て 受 fか 出 発 の 31日 前

ま で に 予 約 人 数 の 総 数 が 14名 に 満 た な

い 場 合 は 催 行 中 止　 客 室 数 :19室　 出

港 ・帰 港 :広 島 県 尾 道 市 に あ る ベ ラ ビ ス

タ マ リ ーナ （広 島 県 尾 道 市 浦 埼 町 1364-

眤･ら 事 前 予 約 に て JR福 山 駅 また は 広

島 空 港 まて の 送 迎 あ リ　 旅 行 代 金 :2泊

３日 間　 １室 2名 利 用 １名 あ た り 50万 円

～110万 円（税 ・サ 込 、食 事 込 ;

※航 路 、プ ラ ン 、客 室 に よ っ て 異 な る

苟･ベ ラ ピIス タ ス パ＆マ リ ーナ 尾 道 （P80）

の 前 後 泊 プ ラ ン あ り、１泊 夕 朝 食 付 ２名

１室 利 用 １名 あ た り４万 3450円 ～（税 ・

サ 込 ;　夕 食 ：ダ イ ニ ン クヅ 和 食 、洋 食 ）

朝 食 ：ダ イニ ン グ （和 食 ．洋 食 j　ア ク セ

ス :車　 山 陽 自 動 車 道 福 山 東 ICか ら 約

50分　 電 車　 JR福 山 駅 か ら 車 で 約 40

分　 施 設 :ラ ウ ン ジ ．カ フ ェ ＆バ ー、ダ

イ ニ ン グ回 和 食 、洋 食 ､･、縁 側 ．浴 場 、

鮨 カ ウ ン タ ー、ト リ ート メ ン ト ル ーム 、ジ

ム　 htlpｓ://9ｕｎtｕ.jp

6月 9日 (木 )出 航 !夏 の特別 航 路 へ

京 都 F菊 乃 井 。を 経 て 、2018年 、東 京 ・南

青 山 に日 本 料理 店 Tて の し 琵 を オ ーブ ン し

店主 ・林 亮 平氏 を迎 えて の特 別 プ ランが
冫 ．

心

出航 ！　滞 在 3日 日 の 昼 時 に 、林 氏 の 本家 の

あ る手 島に 寄港 し、岡 山県 の郷土 料理 ≒ごら

寿司 _を は lj･め、島 の 美 味 が 振 る舞 わ れ る、

ガ ンツ ウな らで はの島 の日常 に出 合 う非 日常

の船 外体験 :二注 目だ

夏の特別航路

北 木島沖･小 豆島沖･鞆 の浦沖 錙泊 四日間

日 程 :6yj91ﾐ　木　 ～６月 12凡 汀1･

滞 在 ス ケ ジ ュ ール ：

６月 ９日（木 ）　ペ ラビ ス クマ リ ーナ ヽ北 木 島 沖 錨 泊 、

６月 10日 （金 ）北 木島 沖ヽ･』ヽ豆島 沖 、

６月 11日 【土 】小 江島 沖 ヽ手 島 ～羂 のi･訊:糺

６月 12日 （日 ）靹 の 油 涛 ～ベ ラビ ス タマ ’j－４-

※天 陝 や 海 回 心兄:二よ 11 jl.－ i･変更 の 場 き よパ

料 金 ：２名 】室 代 用 ０り に ･J 80万 円 ヽ15う 万 円

･税 .Ｊ一込　 ※軻 ３回 、屁 ２口 ．夕 ３回 の 食 事 付 き

航 路 ＆フ ラン の 詳 細 は

ＱＲコ ード をチェック!

「昔 な が ら の 空 気 感

と、島 の人 々の お も

て なし を楽 し んで い

ただ き たい」と 林氏

は語 る

OT厂 ;
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